
山形広域都市計画道路の変更
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１ はじめに （対象路線の位置等）

1

やまがた

山形県
にいがた
新潟県

あきた
秋田県

みやぎ
宮城県

ふくしま
福島県

山形JCT

鶴岡JCT

しょうない
庄内地域

もがみ
最上地域

むらやま
村山地域

おきたま
置賜地域

こおりやま

至 郡山市

にいがた

至 新潟市

よこて

至 横手市
あきた

至 秋田市
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ぎ
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か
み

至

村
上
市

やまがた

山形市

かみのやま

上山市

やまがた
山形市

やまのべ

山辺町

なかやま

中山町

てんどう

天童市

な
が
い

至

長
井
市

み
や
ぎ

至

宮
城
県

しんじょう

至 新庄市

よねざわ

至 米沢市

さ が え

至 寒河江市

やまがた ざおうはんごう

（起）山形市蔵王半郷

やまがた にしざき

（終）山形市西崎

凡例
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
DID地区

山形中央IC

山形北IC

山形蔵王IC

山形上山IC

山形JCT

山形市役所

山形駅
山形県庁

山辺町役場

都市計画道路
3・4・29号

くぬぎざわやまのべなかやま

椹沢山辺中山線
（都決H10・R1）
（国道112号
山形中山道路）
延⾧7.4km
（R2事業化）

都市計画道路
3・4・30号
ざおうくぬぎざわ

蔵王椹沢線
（国道112号

山形南道路）
延⾧約9km
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至 天童市

山形市

山形上山IC

山形JCT

山形北IC

山形蔵王IC

至 米沢市

資料：【DID】国勢調査（H27）
【道路網・地形図】国土地理院地図（H29.3）を基に加工
【交通量】全国道路・街路交通情勢調査（H27）

※上段：昼間12時間交通量 下段：日交通量

【図1】山形市の市街地及び道路網
（R13・R112一次改築完了時：昭和40年代）

至 天童市

山形市

至 米沢市

資料：【DID】国勢調査（S40）
【道路網・地形図】国土地理院地図（S45）を基に加工
【交通量】道路交通センサス（S43）

※昼間12時間交通量

【図2】山形市の市街地及び道路網
（現在）

工業団地・産業団地

DID（S40）

11,175台/12h

10,542台/12h

26,246台/12h
33,070台/24h

38,880台/12h
50,209台/24h

10,776台/12h

通過交通

6,373台/12h 発着交通

8,423台/12h
10,950台/24h

13,299台/12h
17,289台/24h

12,758台/12h
16,586台/24h

評価対象範囲

12,552台/12h

山形市役所

11,473台/12h

13,534台/12h

33,522台/12h
42,150台/24h

山形市役所

通過交通

山形中央IC

14,630台/12h
19,019台/24h

【写真１】山形市の市街地部

【写真２】国道112号の状況評価対象範囲

至 山形市役所

鉄砲町交差点（国道348号交差点）から北側を望む

 国道112号は、山形市と庄内地域を連絡する路線として昭和40年代に整備され、国道13号と共に通過交通を担う路線
 国道112号のうち、山形中心市街地の区間では、山形都市圏の市街地の発展や拡大、周辺道路網の整備等により、通過交通
の利用から発着交通の利用に変化し、通過交通は、（主）山形上山線や国道348号等による環状道路網が分担

 評価対象範囲は、国道112号が本来担うべき交通を分担している外環状道路等を選定

至 山形市役所

鉄砲町交差点（国道348号交差点）

２ 道路整備の必要性（交通の変化）

写真①②

山形駅
山形県庁

山形駅

山形県庁

至
長
井
市

至 寒河江市至 寒河江市

至
宮
城
県

至
長
井
市

至
宮
城
県

土地区画整理事業

工業団地・産業団地
DID（H27）
DID（S40）

外環状道路

第１回 東北地方小委員会資料＿抜粋
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至 山形市役所

至 国道13号

【写真2】国道112号の状況
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国道13号 評価対象範囲※

【図3】国道13号と評価対象範囲の速度構成比比較

資料：ETC2.0データ（R2.10月）

※国道13号：国道286号以北を対象（図2の緑枠区間）

【図1】国道13号と評価対象範囲の信号交差点密度比較

【図2】交通量・混雑度

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

山形市

山辺町

山形中央IC

山形JCT

山形北IC

山形蔵王IC

至 天童市

山形市役所

（一）大野目内表線

主要渋滞箇所

評価対象範囲

写真①

写真②

0.7 

2.7 
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3.0

3.5

国道13号 評価対象範囲※

（箇所/㎞）

※国道13号：国道286号以北を対象（図2の緑枠区間）

山形上山IC

 評価対象範囲には、約400百台/日の交通量があり、山形都市圏の中でも多い
 評価対象範囲は、沿道施設が多く、交差点密度も高いため、主要渋滞箇所が多数存在
 さらに評価対象範囲外の国道13号と比較すると、 20km/h未満での走行割合が約3割で、低速走行の割合が多く渋滞の一因
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〈平日（8時台） 〉 〈休日（16時台） 〉

２ 道路整備の必要性（道路交通・地域の状況と課題）

至 寒河江市

至 米沢市

至

宮
城
県

至

長
井
市

山形県庁

資料：延長、信号交差点数とも図上計測

■～20㎞/h
■20～40㎞/h
■40㎞/h～

318

【写真1】（主）山形上山線の状況

至 中山町

至 上山市

第１回 東北地方小委員会資料＿抜粋
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 山形市内は、死傷事故率が高い路線が多く、評価対象範囲にも100件/億台キロ以上の区間が多く存在
 評価対象範囲では、交差点・単路ともに死傷事故率は東北平均と比べ高く、特に単路部では東北平均の2.5倍に上り、事故類
型を見ると、追突事故の割合が8割

 急ブレーキ発生頻度は、評価対象範囲外の国道13号に比べ非常に高く、加減速の多さが追突事故発生の一因

人対車両
1%

正面衝突
0%

追突
80%

出会い頭
8%

右左折
3%

車両相互
その他
7%

車両単独
1%

【図3】評価対象範囲の事故類型（単路部）

資料： イタルダデータ（H28-R1）

※東北平均：東北地方の「国」または「県」管理道路（自専道を除く）市街地区間の平均値

資料：ETC2.0データ（R2.10月平日）

【図2】評価対象範囲の死傷事故率
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【図4】国道13号と評価対象範囲の急ブレーキ発生頻度の比較
（発生頻度別延長構成比（昼間12時間））

（回/千台km）

■～20

■20～40

■40～

（単位:回/千台km）

【図1】山形都市圏の死傷事故率

※国道13号：国道286号以北を対象（図1の緑枠区間）
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山形北IC
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２ 道路整備の必要性（道路交通・地域の状況と課題）

至 天童市至 寒河江市

至 米沢市

至

宮
城
県

至

長
井
市

山形市役所
山形駅

山形県庁

山辺町役場

300件/億台㌔以上の交差点

[死傷事故率]

~50件/億台㌔
50~100件/億台㌔
100~300件/億台㌔
300件/億台㌔~

・センサス区間

・交差点

資料： イタルダデータ（H28-R1）

※急ブレーキ発生頻度：
車1000台が1km走行
した際に急ブレーキ
が発生する回数

（例）40回/千台㎞の場
合、25台が1㎞走行し
て1回急ブレーキを踏
む頻度

資料:イタルダデータ（H28-R1）

第１回 東北地方小委員会資料＿抜粋
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２ 道路整備の必要性（道路交通・地域の状況と課題）

至 上山市

上山市内
へ搬送
328件
26%山形市へ

搬送
930件
74%

その他 2件 0.2%

令和2年
救急搬送件数

1,260件

【図1】山形市の搬送先病院別救急搬送件数（R2） 【図2】上山市救急搬送件数の割合(R2)

救急隊員の声 （山形市消防本部）

・基本的には幹線道路や車線の多い道路を使うが、(主)山形上山線
などは、渋滞時間になると幅が狭いので逃げられなくなるため、
避けた搬送ルートを設定している。
・ただし、避けた搬送ルートも細街路なので、交差点が多く救急搬
送に余計な時間を要している。

資料：山形市消防本部ヒアリング結果(R2.10)

救急隊員の声 （上山市消防本部）

・上山市の救急搬送は、ほとんど山形市へ搬送している。
・山形大学医学部付属病院以外は中心市街地にあるため、最短ルー
トである国道112号を搬送したいが、朝夕のラッシュ時は交通量
が多い上、車が脇によけても狭くて通行しづらいため、避けた搬
送ルートを考えなければならない。

資料：上山市消防本部ヒアリング結果(R3.8)

資料：上山市消防本部ヒアリング結果(R3.8)

資料：山形市消防本部ヒアリング結果(R3.10) 資料：山形市消防本部ヒアリング結果(R2.10)

山形市

【写真1】国道348号を走行する緊急車両

三次救急医療機関

二次救急医療機関

評価対象範囲

※搬送件数50件/年以上の医療機関を表示

搬送件数
50～1,000件
1,000件～

【図3】救急搬送時に渋滞回避のため利用する路線（山形市消防本部）

【図4】搬送隊員の声

交差点通過前

 山形市には多数の高次医療機関が立地するため、市内の救急搬送は年間9,000件に上り、隣接する上山市からも年間930件
が山形市内の病院へ搬送

 搬送ルートは幹線道路を利用しているが、渋滞や幅員狭小により緊急車両の追い越しが困難
 幹線道路を避けた搬送ルートでは、交差点が多いため余計な時間を要し、救急搬送に支障

写真①

至 天童市至 寒河江市

至

宮
城
県

至

長
井
市 至 米沢市

山形市役所

山形駅

山形県庁

至 天童市至 寒河江市

至 米沢市

山形市

山形市役所

山形駅

山形県庁

東
北
横
断
自
動
車
道

酒
田
線

交差点通過中

至

宮
城
県

評価対象範囲

三次救急医療機関

二次救急医療機関

渋滞区間を避けるために利用している路線
渋滞区間

至

長
井
市

第１回 東北地方小委員会資料＿抜粋
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上山市

山形市

山辺町

中山町

天童市

な
が
い

至

長
井
市

み
や
ぎ

至

宮
城
県

しんじょう

至 新庄市

よねざわ

至 米沢市

さがえ

至 寒河江市

山形中央IC

山形北IC

山形蔵王IC

山形上山IC

山形JCT

山形市役所

山形駅
山形県庁

山辺町役場

山形中山道路
延⾧7.4km
（R2事業化）

山形南道路
延⾧約9km

凡例
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
山形中心市街地
4車線
2車線

イオン山形南

山形文教大学

道の駅「やまがた蔵王」

写真②→
←写真③

←写真①

山形PA
山形SIC

山形市蔵王松ヶ丘地内

山形市西崎地内

交 通 状 況 写 真

中山町大字達磨寺地内渋滞の慢性化

渋滞の慢性化

搬送時間への不安

発着・通過交通の混在

２ 道路整備の必要性（道路交通・地域の状況と課題）

6
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第１回
意見聴取

（R4.1.25～R4.3.28）

●意見聴取内容

・地域、道路の課題

・求められる道路機能

●意見聴取方法

《アンケート》

対象者：地域住民

事業者

道路利用者

《ヒアリング》

対象者：関係自治体

関係団体

事業者 等

地 方 小 委 員 会

計画段階評価

第２回
東北地方小委員会

（R4.11.4）

■第1回意見聴取結果
の確認

■政策目標の決定

■対応方針（ルート
帯案）の設定

■（第2回）意見聴取
方法（案）

第２回
意見聴取

（R5.1.25～R5.3.29）

●意見聴取内容

・対応方針（ルート
帯）の検討に際し
重視する項目

●意見聴取方法

《アンケート》

対象者：地域住民

事業者

道路利用者

《ヒアリング》

対象者：関係自治体

関係団体

事業者 等

第３回
東北地方小委員会

（R5.11.15）

■第2回意見聴取結果
の確認

■対応方針案

（概略ルート、構造
等）

対
応
方
針
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）
の
決
定

令和3年11月～令和5年11月 計画段階評価を行い、2回のアンケートを実施
令和6年度 都市計画変更予定

３ 道路計画の検討経緯

第１回
東北地方小委員会

（R3.11.30）

■計画段階評価手続き
の進め方（案）

■地域の状況と課題

■政策目標（案）

■意見聴取方法（案）

7



３ 道路計画の検討経緯（意見聴取総括） 第３回 東北地方小委員会資料＿抜粋

 対象範囲は主要渋滞箇所や信号交差点が点在しており、通過・発着交通や生活・物流・観光交通が混在している状況である。
 意見聴取結果では、「渋滞が緩和されること」を求める意見が最も多く寄せられ、渋滞緩和によりその他政策目標への好影響
が想定される意見も挙げられており、渋滞緩和に向けては、利用交通の分担が必要となっている。

 また、その他重視事項として「道路構造・施設」や「冬期交通環境」に関する意見が多く寄せられ、「信号の少ない道路」や「歩
行者・自転車が安心して走行できる道路」、「雪道対策を考慮した幅員が確保された道路」が求められており、対応方針への反
映が必要である。

・渋滞が解消されれば、自ずと事故解消、物流向上、救急搬送の安定が図られる。（地域
住民）
・渋滞の緩和により、通勤・物流ルートの分散ができ、事故の減少にも繋がる。（事業者）
・（主）山形上山線周辺は観光交通と生活交通の混在により、混雑が発生しているため、そ
れらを分離することが出来る対策が望ましい。（観光協会）

渋滞緩和に関する意見

通過交通

44%
発着交通

46%

内々交通

10%

【図2】対象範囲の交通内訳

対象範囲は
通過交通と発着交通

が混在

資料:ETC2.0データ（R3.10月（平日）、
（主）山形上山線）

通過交通：山形中心市街地の外側⇔外側を行き来する交通
発着交通：山形中心市街地の外側⇔内側を行き来する交通
内々交通：山形中心市街地の内側⇔内側を行き来する交通

①→①

15%

①→②

23%

②→①

23%

②→②

29%

無回答

10%

【図3】主な出発地・目的地
（地域住民アンケート）

回答者数 N=12,981

山形中心市街地
内々交通

山形中心市街地
通過交通

山形中心市街地
発着交通

【図1】対象範囲の信号交差点・主要渋滞箇所

かみのやま

上山市

やまがた
山形市

やまのべ

山辺町

なかやま

中山町

てんどう

天童市

な
が
い

至

長
井
市

み
や
ぎ

至

宮
城
県

しんじょう

至 新庄市

よねざわ

至 米沢市

さがえ

至 寒河江市

山形中央IC

山形北IC

山形蔵王IC

山形上山IC

山形JCT

山形駅 山形県庁

山辺町役場

凡例
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
山形中心市街地
4車線
2車線

主要渋滞箇所

対象範囲の交通内訳

山形市役所

至 中山町

至 上山市

【図4】対象範囲の交通状況

生活交通と物流交通が混在

・⾧距離と緊急車両を中心に考え、信号の少ない道路を考えてほしい。（地域住民）
・健康志向が高まっているので、歩行者・自転車等が安心して走行できる道路づくりをしてほし
い。（地域住民）
・雪道対策を考慮した幅員や側道が確保されることを望む。（医療機関）

道路構造・施設に関する意見

対象範囲

8



9３ 道路計画の検討経緯（対応方針の決定）

 課題箇所をバイパスすることで交通転換を図り、課題解消を図る。

■整備概要

■ポイント

約9㎞

土工、橋梁等

コスト 約620～720億円

設計速度 V=80㎞/h延 長

構 造

■代表断面図(イメージ）

土工部 橋梁部

348

13
112

山形上山IC

E1
3

バイパス案（別線整備案）

E13

0km 0.5km 1km 1.5km 2km

山形中央IC

車道部車道部

凡例

ルート帯案

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

その他道路

2車線区間

4車線区間

 バイパス整備により交通容量の拡大を図る

 現道交通がバイパスに転換することで、現道交通の円滑化を図る

 盛土構造とすることにより、沿道出入りの影響を抑制し、バイパス交通の円滑化を図る

 大部分をバイパス整備とすることにより通過交通と発着交通を分散し、利用交通の分担を図る

 道路規格に応じた必要幅員を設定し、通常期・冬期を問わず円滑な救急搬送ルート、物流ルートを確保する

 一部現道活用とすることにより、施設・文化財等への影響を極力回避

凡 例

想定される接続道路

主要施設

道路名

上山市

第３回 東北地方小委員会資料＿抜粋

9



３ 道路計画の検討経緯（都市計画マスタープランでの位置づけ）

10

都
市
計
画
道
路

蔵
王
椹
沢
線

（
国
道
１
１
２
号
山
形
南
道
路
）

都
市
計
画
道
路

椹
沢
山
辺
中
山
線

（
国
道
１
１
２
号

山
形
中
山
道
路）

山形市都市計画マスタープラン（平成29.3月） （分野別構想 第２節 交通体系の方針）



(主)山形上山線

(

主)

山
形
白
鷹
線

山
形
中
央
IC

山
形
上
山
IC

霞城公園

山形大学病院

(

県)

蔵
王
成
沢
長
谷
堂
線

上山市

山形市

(

県)

下
原
山
形
停
車
場
線

(

都)

3
・
4
・
25

送
電
線

(

都)

3
・
4
・
16

348

13

112

山形市立
第二中学校

山形学院高校
体育館

山形市
西消防署

沼木温泉
辻ヶ花

山形市立
南山形小学校

山形医療技術
専門学校山形市立

第九中学校

西部工業団地

道の駅
やまがた蔵王

山形県
観光物産館

山形県立村山
特別支援学校

東北文教
大学

アルカディアソフト
パーク山形

蔵王産業団地

［決定案］3･4･30蔵王椹沢線（国道112号 山形南道路） L=9.00km

４ 道路計画概要（１）

（
起
）
山
形
市
蔵
王
半
郷

（
終
）
山
形
市
西
崎

や
ま
が
た 

ざ
お
う 

は
ん
ご
う

や
ま
が
た 

に
し
ざ
き

国道13号交差点

(主)山形上山線
交差点

(主)山形上山線
交差点

国道348号
交差点

(主)山形白鷹線
交差点

(主)山形朝日線
交差点

(都)東原村木沢線
交差点

現道活用区間バイパス区間 バイパス区間

ざおう くぬぎざわ

［決定案］ 都市計画道路 蔵王椹沢線
くぬぎざわ やまのべ なかやま

［変更案］ 都市計画道路 椹沢山辺中山線

起 点
ざおうはんごう

山形県山形市蔵王半郷
にしざき

山形県山形市西崎

終 点 にしざき

山形県山形市西崎
おいちらし

山形県山形市追散

道路規格 第３種第１級 第３種第１級

延 長 Ｌ＝９．００ｋｍ Ｌ＝１．０２ｋｍ（※変更対象区間）

幅 員 Ｗ＝１８．７５ｍ（別線）、３０．００ｍ（現活） Ｗ＝１８．７５ｍ

［変更案］3･4･29椹沢山辺中山線

（国道112号 山形中山道路） L=1.02km

11

約1.6km

ｲｵﾝﾓｰﾙ山形南



４ 道路計画概要（２）

幅 員 構 成

バイパス区間：Ｗ＝１８．７５ｍ 現道活用区間：Ｗ＝３０．００ｍ

車道 ：3.50m 路肩 ：1.50m
中央帯：1.75m

車道 ：3.50m 路肩 ：2.00m
中央帯：2.00m 自歩道：5.00m

［
バ
イ
パ
ス
区
間
］

路肩 路肩車道自転車歩行者道 自転車歩行車道車道 車道 車道

5.00m 2.00m 3.50m 3.50m 2.00m 3.50m 3.50m 2.00m 5.00m

30.00m

路肩 路肩車道 車道 車道 車道

1.50m 3.50m 3.50m 1.75m 3.50m 3.50m 1.50m

18.75m

［
現
道
活
用
区
間
］

12

現況3.25m 現況3.25m 現況3.25m 現況3.25m 現況2.50m現況2.50m



R3.11.30 R4.11.4 R5.11.15

【新規事業化までの手続き】

５ 都市計画変更の内容（山形南道路に関する手続きの流れ）
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嵩上式
道路面が地表面よりおおむね５ｍ以上高い区間が３５０ｍ以上連続している区間をいう。

５ 都市計画変更の内容

14

N

3・4・29号椹沢山辺中山線

線形・延長変更

3・4・30号蔵王椹沢線（国道112号山形南道路） L=約9.0km W=18.75m 4車線

イオンモール
山形南

南沼原小

コパル

西公園

観光物産会館

シベール

道の駅

西消防署

蔵王みはらしの丘

ＪＡ本沢

蔵王椹沢線の終点と接続
する位置に、起点位置を変
更することに伴い、線形と
延長を変更

3･2･1号上山山形西天童線について
山形南道路の現道活用区間を蔵王椹沢
線の一部として位置づけることに伴い、
その前後で路線を分けて、3･2･1号上山
松原線と、3･2･13号谷柏天童線として、
名称、延長を変更

既存の3･4･16号沼木中屋敷線
と3･2･2号東山形長谷堂線の
残る区間を、一本に統合するこ
ととして、名称を3･2･2号東山
形中屋敷線に変更

南山形小

東北文教大学

至蔵王温泉

産業創造
支援センター

医療技術
専門学校

○○○

○○○

：変更前

：変更後

路線名

3･2･2号東山形長谷堂線の
うち、蔵王椹沢線と重なる
箇所から終点までの点線
の区間を削除 嵩上式

嵩上式

嵩上式



15

南山形
小学校

第九中学校

東北文教大学

コパル

３・４・３０号蔵王椹沢線
起点

５ 都市計画変更の内容



既存の3･4･16号沼木中屋敷線と3･2･2号
東山形長谷堂線の残る区間を、一本に統
合することとして、名称を3･2･2号東山形中
屋敷線に変更 16

医療技術
専門学校

西部工業団地

イオンモール
山形南

南沼原
小学校

産業創造
支援センター

3･2･2号東山形長谷堂線のう
ち、蔵王椹沢線と重なる箇所
から終点までの区間を削除
（黄色）

５ 都市計画変更の内容



17

ＪＡ
本沢集荷所

3･2･2号東山形長谷堂線のうち、蔵
王椹沢線と重なる箇所から終点まで
の区間を削除（黄色）

医療技術
専門学校

５ 都市計画変更の内容



18

第二中学校

西消防署

３・４・３０号蔵王椹沢線
終点

3・4・29号椹沢山辺中山線
について、蔵王椹沢線の終
点と接続する位置に、起点
位置を変更することに伴い、
線形と延長を変更

５ 都市計画変更の内容



19

住民説明会（令和６年８月２５日、２６日）

都市計画の案の縦覧 （令和６年１１月１日～１１月１５日）

山形市から意見聴取 （市から回答：令和６年１１月２６日）

決定・変更告示

案への意見書受付
（受付期間：2週間)）

受け付けた意見書
の要旨の提出山形県都市計画審議会（令和６年１２月１９日）

山形県都市計画公聴会（令和６年９月１２日）

国土交通省との協議

６ 都市計画変更のスケジュール

国土交通省より都市計画素案の提示・手続き依頼（令和６年７月）

公述申出５件
公述内容に対する
県回答について、公
述人へ通知及び県
ＨＰにおいて公表
（10月15日））


